
「今後の新地方公会計の推進に関する研究会」開催要綱（案） 

 

 

１．背景・目的 

  総務省では、新地方公会計モデル（基準モデル及び総務省方式改訂モデル）を地

方公共団体に示し、新地方公会計の整備を要請してきたところである。 

今後、新地方公会計を更に推進していくため、「今後の新地方公会計の推進に関す

る研究会」を開催する。 

 

２．名 称 

  本会合は、「今後の新地方公会計の推進に関する研究会」（以下「研究会」という。）

と称する。 

 

３．検討内容  

・作成依頼から3年が経過した財務書類の作成についての検証 

・国際公会計基準及び国の公会計等の動向を踏まえた新地方公会計の推進方策 

・クラウドコンピューティングの活用の検討 

・その他新地方公会計の推進に必要な事項 

 

４．構 成 員 

  別紙のとおり 

 

 

５．運 営 

（１） 座長は、研究会を召集し、主宰する。 

（２） 座長は、不在の場合など必要の都度、これを代行する者を指名することがで

きる。 

（３） 座長は、必要に応じ、関係団体等に出席を求めることができる。 

（４） 研究会終了後、配布資料を公表する。また、速やかに研究会の議事概要を作

成し、これを公表するものとする。 

 

６．開催期間  

  平成２２年９月から開催する。 

 

７．庶 務 

  研究会の庶務は、総務省自治財政局財務調査課が行う。 
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「今後の新地方公会計の推進に関する研究会」 
構成員 

 

（メンバー） 
（敬称略） 

座長 鈴 木  豊 （青山学院大学大学院教授） 
 

（五十音順） 
   伊 澤 賢 司（新日本有限責任監査法人 公認会計士） 
    

石 原 俊 彦（関西学院大学教授） 
 

   鵜 川 正 樹（監査法人ナカチ 公認会計士） 
 
   川 村 義 則（早稲田大学教授） 
 
   小 西 砂千夫（関西学院大学教授） 
 
   坂 邊 淳 也（株式会社ＫＰＭＧ ＦＡＳ 公認会計士） 
 
   菅 原 正 明（公認会計士・税理士） 
 
   関 川  正 （日本公認会計士協会常務理事、国際公会計基準審 

議会委員） 
 
   関 口  智 （立教大学准教授） 
 

森 田 祐 司（有限責任監査法人トーマツ 公認会計士、地方公 
会計の整備促進に関する WG 座長） 

 
 
（オブザーバー） 
 
   北 波  孝 （財務省主計局法規課公会計室長） 
 
   深 井  稔 （東京都会計管理局管理部新公会計制度担当課長） 
 

林   要 一（大阪府会計局参事） 

（別紙） 
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